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野毛山幼稚園

主 題 聖
句

マタイによる福音書7章7節

予 定

日 曜 備 考

8 火 園のたよりの通り

11 金 11時４５分降園

14 月 　成人の日 休園

16 水

園のたよりの通り

18 金 12時45分降園

21 月 12時45分降園

今年の成人式では第54回生すずらん組が成人の仲間入りです。

ランチ始まりは15日(火)　　　30日(水)　ランチあり

歯みがき指導

22 火

29 火

今月の聖書の言葉は、イエスさまが山上でたくさんの群衆に向
かって話された箇所で、昨年の９月にも選ばれた聖書の言葉で
す。また、有名な言葉ですので、一度は聞かれたことがあるの
ではないでしょうか。私たちは祈り求めることがすべてかなえ
られることを望みます。けれども、この言葉は「求めたらすべ
てがその通りに与えられる」と言っているのではありません。
「求めなさい。そうすれば、与えられる。」の次に「探しなさ
い。そうすれば見つかる。門をたたきなさい。そうすれば開け
てもらえる」と続きます。自分から求める心、探していく努
力、門をたたく行動が大切なのではないでしょうか。人生いい
ことばかりではありません。祈ったことすべてが聞き入れられ
るのではありませんが、その中から神さまの御心を知ることが
大切なのではないでしょうか。私たちの必要なことをご存知な
神さまは、人知でははかり知ることのできないよいものを用意
してくださいます。

ニューヨーク大学リハビリテーション研究所の壁に刻まれている詩
大きなことを成しとげるために
力を与えてほしいと神に求めたのに、
謙遜を学ぶようにと弱さを授かった。
より偉大なことができるように健康を求めたのに、
より良きことができるようにと病弱を与えられた。
幸せになろうとして富を求めたのに、
賢明であるようにと貧困を授かった。
世の人々の賞賛を得ようとして成功を求めたのに、
得意にならないようにと失敗を授かった。
人生を享楽しようとあらゆるものを求めたのに、
あらゆることを喜べるようにと生命を授かった。
求めたものは一つとして与えられなかったが、
願いはすべて聞き届けられた。
神の意にそわぬものであるにもかかわらず、
心の中の言い表せないものはすべて叶えられた。
私はあらゆる人の中で

 もっとも豊かに祝福されたのだ。　　　(J・ロジャー・ルーシー)
 

 

 

　おもちつき

　個人懇談

楽しく工作遊びをする。

おもちつきを経験する。

楽しく歌ったり、ことばの意味を考えながら表現
したりする。

乗り物遊びなどを通して、順番や簡単なルール
を知る。

お正月のあそびを楽しむ。

曲にあわせて歌ったり、踊ったりする。

わからないことや不思議に思ったことを調べる。

冬の自然に興味、関心を持つ。

さまざまなことに目を向け、気づく心を持つ。

冬の衛生に気をつける。

たくさんの絵本や紙芝居に親しむ。

おもちのできるまでの様子を見る。

冬の自然にふれる。

自分たちで話し合い、のげやまミュージアムの準
備をしていく。

おもちつきの経験をする。

冬の自然に関心を持つ。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

冬の衛生に気をつける。

おもちつきの経験をする。

新しいカレンダーに関心を持ち、一日一日を大切
に過ごす。

お正月のあそびを楽しむ。

自分の考えを相手にわかるように伝える。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

みんなで一緒に活動することの楽しさを知る。

お正月のあそびを楽しむ。

わたしたちはいのちをいただいて生かされている
ことを感じ、感謝の気持ちを持つ。

楽しく工作遊びをする。

新しくなったカレンダーに興味を持つ。

友だちとのつながりを深める。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

追いかけたり、追いかけられたりすることを楽
しむ。

寒くても戸外に出て身体を動かして遊ぶ。

冬休み中の経験をわかるように話す。

自分の思ったことや感じたことをことばや態度
で伝える。

1　月　の　予　定

夢中になる

神さまの守りを願い、共に祈りながら過ごす。

健康に過ごすために必要な身のまわりのことを、自分から行うよ
うになる。

ね が い

年　少（たんぽぽ組）年　中（さくら組）年　長（あやめ組）

年中さくら組

予 定

第３学期始業式

　おとなと子どもの読み聞かせの会

誕生会

求めなさい。そうすれば与えられる。

好きな遊びに深くかかわり、心ゆくまで楽しみ、自分なりに納得
したりコツをつかんだりする。

年長あやめ組

　年長あやめ組食育の会

こひつじ　　   15日（火）から

17 木
　航空写真撮影(午後より)

　個人懇談

下旬


